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業界 高値※となる 700MHz まで基本波（AT カット）で対応した  

電圧制御水晶発振器 DSV753C シリーズを開発 
 

この度、当社（社長 長谷川宗平）は、基本波 AT カット水晶振動子を用いて高周波を直接発

振出力する電圧制御水晶発振器「DSV753C シリーズ」を開発しましたのでお知らせします。 
近年、通信情報量の増大に伴って高速光通信におけるクロック信号はますます高周波化、低

雑音化、高精度化が求められています。従来、高周波帯の発振器においては、周波数逓倍によ

って高周波に変換する方法や SAW デバイスを用いる方法などが広く使用されていました。 
しかし周波数逓倍を用いる方法では、出力信号に発振周波数の整数倍となる周波数成分が含

まれるために、位相雑音やジッタ性能の劣化を生じます。また SAW デバイスでは一般に周波

数温度特性が温度に対して 2 次曲線の形状を示しており、広い温度範囲での安定度を必要とす

る場合には周波数温度特性が常温付近で 3 次曲線となる AT カットが適しています。一方、

AT カット振動子では、周波数が高くなるほど水晶素板加工の難易度が高くなるために、これ

までの技術では基本波による発振は 200～300MHz 程度が上限でした。 
そこで当社では、独自の水晶加工技術と回路設計技術により、AT カット振動子の優れた周

波数温度特性を持ちながら、周波数逓倍による信号品質劣化が無く、700MHz までの高周波発

振出力が可能な VCXO、DSV753C シリーズを開発しました。 
DSV753C シリーズの外形寸法は 7050 サイズ（7.0×5.0×1.8mm）で、SMD タイプの電圧

制御水晶発振器です。出力周波数は、350～700MHz の範囲で対応可能であり、従来機種の上

限 350MHz から大幅に拡張しています。また、出力信号レベルは、LVDS レベル（DSV753CJ）
と LV-PECL レベル（DSV753CK）の 2 種類の差動ディジタル信号に対応しています。 

なお、この新製品は 2013/10/1~10/5 に幕張メッセで開催される CEATEC JAPAN 2013 に出

展いたします。（大真空ブース：Hall 1 1A07） 
 
※ 2013 年 9 月 8 日現在 当社調べ 
 
＜開発機種＞ 
DSV753CJ / DSV753CK 
 
＜特長＞ 
・7050 サイズ（7.0×5.0ｍｍ）、製品高さ 1.8mm（2.0mm max.） 
・出力周波数範囲：350MHz ～ 700MHz 
・基本波 AT カット水晶振動子を使用し、ダイレクトに発振周波数を出力 
・無逓倍発振出力のため基準周波数の漏れによるスプリアスが無い 
・低ノイズ、低ジッタ 
・周波数制御の直線性が良い 
・LVDS,LV-PECL の 2 種類の差動信号に対応 
・RoHS 指令に対応 
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＜主な用途＞ 
基幹通信基地局、光伝送機器、無線送受信装置、ディジタル映像関係、ＨＤＴＶ関連機器 
 
＜生産開始時期＞ 
   2014 年 1 月より 
 
＜サンプル価格＞ 

価格＠￥7000   サンプル対応中 
 
 
 
 
 
＜電気的特性＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記仕様は、標準仕様の一部です。この他の仕様、または特殊仕様については別途ご相談ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

型名
項目

出力仕様 - LV-PECL LVDS

出力周波数範囲 f0

電源電圧 Vcc

周波数制御電圧 Vcont

保存温度範囲 T_stg

動作温度範囲 T_use

周波数許容偏差 f_tol

周波数可変範囲 f_cont

消費電流 Icc 80mA max. 60mA max.

出力負荷 50ohm to Vcc-2V 100ohm Output-OutputN

波形シンメトリ SYM

立上り時間、立下り時間 tr,tf

０レベル電圧 Vol 2.155V to 2.405V -

１レベル電圧 Voh 1.355V to 1.700V -

差動出力電圧 VOD1,VOD2 - 0.247 to 0.454V

差動出力誤差 ΔVOD - 50mV [ΔVOD=|VOD1-VOD2|]

オフセット電圧 VOS1,VOS2 - 1.125 to 1.375V

オフセット誤差 ΔVOS - 100mV [ΔVOS=|VOS1-VOS2|]

位相ジッタ tpj

記号

+/-100×10-6 min.  Positive Slope

+1.65+/-1.65V

-40 to +85℃

-20 to +70℃

+/-50×10-6 max.

DSV753CK DSV753CJ

350MHz～700MHz

+3.3+/-0.165V

45 to 55% [at outputs cross point]

0.4ns max. [20 to 80% Output Level]

1ps max.(f0 offset:12kHz～20MHz)



＜製品写真＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜外観寸法＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ランドパターン（参考） 
  <TOP VIEW> 
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Pin Connections 
Pin No. Connection 

#1 Vcont 
#2 NC 
#3 GND 
#4 Output 
#5 OutputN 
#6 Vcc 

 
 

Marking 
1.Freq. [MHz] Frequency 
2.Type J/K 
3.LOT  (LOT No.) 

 
LOT No.:  (Last digit of Year) (Month) 
e.g.  Jan.2013   3A 
Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Code A B C D E F G H J K L M

4.
2

2.54 2.54

2.
0

1.8



＜用語の説明＞ 
水晶発振器 

周波数の基準源として精度の高い水晶振動子が広く使われているが、水晶振動子から周波

数信号を得るためには発振回路が必要になる。水晶発振器は、水晶振動子と発振回路を組

み合わせ、１つのパッケージにした商品で、使用者は発振回路を準備しなくても電源を与

えるだけで水晶発振信号を得ることができる利点がある。 
 
電圧制御水晶発振器（VCXO） 

通常の水晶発振器に加えて周波数制御端子を持ち、周波数制御端子に加える電圧に応じて

発振周波数を変化させることが出来る水晶発振器。通常は数十～数百×10-6 を変化させる

ことが出来る。 
 
基本波水晶振動子 

所定の振動モードで も低い次数(1st)で発振するように設計された水晶振動子。 
 
差動ディジタル信号 

ディジタル機器の信号レベルにはいくつかの種類があり、0V~電源電圧(多くは 3.3V)の振

幅で”0”/”1”を表す C-MOS レベルが も多く使われている。これに対して高速にデー

タを伝送する必要のある場合は、小振幅の差動ディジタル信号が使われる。 “0”/”1”
を高速に切り替えるために振動振幅を 0.3V~0.7V 位まで小電圧化し、コモンモードノイズ

（共通して混入する雑音成分）を除去するために、２つの差動信号（電圧を反転した信号）

による伝送を行う。信号線は規定インピーダンス（通常は 50 オーム）で整合し波形の歪

が発生しないようになっている。信号レベルによって、LV-PECL(Low-voltage positive 
emitter-coupled logic)、LVDS(Low voltage differential signal) などがある。 

 
逓倍 

ある周波数をもとにして、その整数倍の周波数を発生させること。 
 

無逓倍発振出力 
所望の周波数を直接発振させて出力する水晶発振器の構成を言う。PLL などの逓倍回路を

使うよりも出力周波数のノイズレベルが低く高速動作機器で必要とされている。 
 
低ジッタ 

周波数の揺らぎが少ないことを表す。水晶発振器では周波数の揺らぎ度合いをジッタと言

い、逓倍回路を使用するとジッタは多くなり高速動作機器には使用しづらい。 
 


